
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て
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)
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人
来
院
家
と
は
､
薩
摩
渋
谷
氏

(中
世
､
関
東
の
相
模
国
か
ら
南
九
州
の

薩
摩
国
に
下
向

･
土
着
し
た
渋
谷
氏
)
の
う
ち
薩
摩
国
人
来
院

(現
､
鹿
児

島
県
薩
摩
郡
入
来
町
)
に
下
向
し
た
も
の
を
指
し

(
入
来
院
渋
谷
氏
)
､
や

が
て
南
九
州
で
守
護
家
島
津
氏
に
次
ぐ
大
族
と
な
る
｡
有
名
な
入
来
院
家
文

書
を
の
こ
し
､
朝
河
貫

一

(米
国
エ
ー
ル
大
学
教
授
､
近
代
日
本
が
生
ん
だ

最
大
の
国
際
的
歴
史
家
)
の
代
表
作

『
づ
h
e
D
o

cum
eコtSO
f
lrik
i
(入

来
文
書
)
』

(
日
英
両
文
合
冊
｡

一
九
二
九
年
､
エ
ー
ル
大
学
出
版
会

･
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
会
発
行
)
の
母
体
と
な
っ
た
史
料
群
で
､
日
欧
封

建
制
比
較
研
究

に
と

っ
て
最
適
な
素
材
で
あ
る
｡

『
入
来
文
書
』

(
日
英
両

文
)
は
､
戦
後
､

一
九
五
五
年

(昭
和
三
〇
)
に
我
が
国
で
再
刊

(増
訂
)

さ
れ
た

(
日
本
学
術
振
興
会
発
行
)
｡
入
来
院
家
文
書
の
本
体
は
､
や
が
て

六
六
年
､
現
地
入
来
町
の
人
来
院
家

(
当
主
入
来
院
重
尚
氏
)
を
離
れ
'
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
と
な
っ
た
｡
史
料
編
纂
所
で
は
､
最
近
'
九
八

年

(平
成

一
〇
)
に
企
画
展

｢
入
来
文
書
の
世
界
｣
を
開
催
し
､
二
〇
〇
〇

年
に
は

『
入
来
院
家
文
書

C
D
-
R
O
M
版
』
を
編
集

･
製
作
し
'
入
来

院
家
文
書
の
原
本
を
画
像
と
し
て
提
供
し
て
い
る

(紀
伊
国
屋
書
店
発
行
)
0

そ
も
そ
も
入
来
院
家
文
書
は
､

一
九

一
九
年

(大
正
八
)
の
朝
河
貫

一
､

二
五
年
の
史
料
編
纂
所

(龍
粛
編
纂
官
､
の
ち
所
長
)
に
よ
る
現
地
で
の
史

山
口

‥
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

Y

A
M
A
G
U
C
H
l

料
調
査
以
来
､
冒
頭
の

｢
一
番
｣
～
｢
八
番
｣
は
欠
け
て
お
り
､
戟
後

の
再

刊

『
入
来
文
書
』
に
お
い
て
は
､

｢九
番
｣
～
｢
廿
六
番
｣
､

｢
三
十
三
番
｣

～
｢
三
十
六
番
｣
が
収
録
さ
れ
て
お
る
｡
か
ね
て
気
に
懸
か

っ
て
い
た
｡

三
年
前
､
九
八
年
の
夏
の
こ
と
､
史
料
編
纂
所
の
企
画
展
に
先
立
ち
､
同

僚
と
と
も
に
入
来
院
家

(
人
来
院
重
尚

･
重
弘
父
子
､
鹿
児
島
市
唐
湊
在
住
)

を
訪
ね
調
査
し
た
結
果
､
こ
れ
ま
で
全
-
未
紹
介
だ

っ
た

｢
一
番
｣
～

｢五

番
｣
か
現
存
し

(
な
お

｢六
番
｣
は
既
に
史
料
編
纂
所
所
蔵
だ
と
気
付
く
)
､

｢
廿
九
番
｣
も
所
蔵
さ
れ
て
い
た
｡

一
万
㌧
寺
尾
家
文
書

(寺
尾
家
も
同
様

に
渋
谷

l
族
)
は
'
そ
の
中
世
文
書
が
再
刊

『
入
来
文
書
』
に
収
録
さ
れ
た

後
'
現
地
入
来
町
を
離
れ
､
全
て
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
に
入

っ
た
か
､

そ
の
近
世
部
分
に

『御
文
書
改
帳
』

一
冊

(宝
永
四
年
､

一
七

〇
七
)
が
含

ま
れ
て
い
る
｡
こ
の

『
御
文
書
改
帳
』
は
､

｢
一
番
｣
か
ら

｢
什
七
番
｣
に

分
け
て
文
書
名
を
配
列
し
た
文
書
目
録
だ
が
'
こ
れ
に
つ
い
て
'
先
年
'
五

味
克
夫
氏
が
着
目
'
こ
れ
は
寺
尾
家
の
文
書
目
録
で
は
な
く
'
実
は
入
来
院

家
の
文
書
目
録
で
あ
る
と
指
摘
し
た

(
｢
人
来
院
家
文
書
目
録
小
考
｣
'

『鹿

児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
人
文
学
科
論
集
』
二
二
号
､
昭
和
六

〇
年
)
｡
今

回
の
入
来
院
家
調
査
の
詳
細
は
､
図
録

『
入
来
文
書
の
世
界
』

(史
料
編
纂

所
､

一
九
九
八
年

二

月
)
の
総
説

｢
入
来
院
文
書
に
つ
い
て
｣
で
記
し
た
o

l



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
号

(
二
〇
〇
二
年
)

こ
こ
に
､

『
御
文
書
改
帳
』

(
目
録
)
と
入
来
院
家
現
蔵
文
書

(
な
い
し

史
料
編
纂
所
所
蔵
文
書
)
と
の
対
照
表
を
示
し
て
み
よ
う
｡

二

あ
り

へ
以
下
①
②
と
す
る
)
､
い
ず
れ
も
巻
子
本
だ
が
､
こ
の
う
ち
①
は
'

清
和
天
皇
に
始
ま
る
源
氏
の
系
図
で
､
実
は
島
津
氏
に
つ
な
が
る
系
図
で
あ

29 6 5 4 3 2 1 No.

日 当 当 古 棉 源 当 『

本 但 系 但 家 但 系 内 代 内 家 洗 但 家

帝 備 図 異 系 上 図 壱 人 平 源 平 包 内 系
自∃三. 御 之 塗 図 下 壱 巷 皇 但 家 家 家 ､ 箱 図
午 覧 写 精 華 切 巻 ･､ 系 黒 系 系 之 外 蒔 壱

壁 候 壱 入 寮 レ 縮 図 塗 図 図 系 家 絵 巻 御
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廿 ⊥ 五香 四香 - 義番九 ノヽ香 蕃 香

日本蘇白≡ 喜 入二 乗十 院六 家 葦 嚢 本朝自_≡E胤 辛姓入莱 入来壁
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代記廿九香 過 逮録 氏系図 翠覗蔵文普毒物

廿番九 _｣- 五香 凹香 弐香/ヽ香 畜 香

り
､
②
の
万
は
､
は
じ
め
に
院
や
鎌
倉
将
軍
な
ど
の

｢次
第
｣

(堰

序
)
が
示
さ
れ
､
つ
い
で
桓
武
天
皇
に
始
ま
る
平
氏
系
図

(平
氏
-

北
条
氏
-
渋
谷
氏
)
で
､
薩
摩
渋
谷
氏

(入
来
院
氏
な
と
)
に
つ

な
が
る
系
図
で
あ
る
｡
と
も
か
く
①
は
､
ま
さ
に

『御
文
書
改
帳
』

に
い
う

｢
二
番
｣
の
う
ち

｢
源
家
系
図
､
絹
表
紙
｣
で
あ
り
'
②

の
方
は
'

｢
平
家
系
図
､
紙
表
紙
｣
に
当
た
る
｡

四
番
と
は
､
付
茎

｢四
番
｣
を
も

つ
一
巻
で
あ
り
､
現
状
で
は

前
欠
で
'
最
後
に

｢
宝
徳
二
年
撃

方

吉
日

重
梁
書
之
｣

(宝
徳

四
年
=

1
四
五
二
)
と
あ
る
｡

『御
文
書
改
帳
』
に

｢古
系
図
壱

巻

四
番
､
但
上
下
切
レ
テ
不
見
得
｣
と
あ
る
の
に
､
ま
さ
に
対

応
し
よ
う
｡
こ
の

｢
四
番
｣
は
､
前
欠
の
状
況
だ
が
､

｢弐
番
｣

の
②
に
直
接
つ
な
が
る
北
条
氏
系
図
だ
と
い
え
る
｡
即
ち

｢弐
番
｣

②
の
最
後
尾
か
ら
名
越
氏

(執
権
北
条
義
時
の
次
男
朝
時
に
始
ま

る
)
の
系
図
が
始
ま

っ
て
い
る
が
､
糊
代
-
紙
継
目
が
剥
落
し
て

し
ま

っ
た
た
め
､
現
状
に
な

っ
た
と
い
え
る
｡

『御
文
書
改
帳
』

の
成
る
宝
永
四
年

二

七

〇
七
)
の
段
階
で
は
､
既
に
斯
様
な
状

況
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
｡
実
際
､
糊
代
部
分
が
の
こ
り
､
双
方
の

残
画
箇
所

(文
字
'
系
線
)
か
直
接
合
致
す
る
し
､
と
も
に
同
筆

た
し
､
料
紙
の
寸
法
も

一
致
す
る

(
タ
テ
三

〇
㌧
三
セ
ン
チ
)
｡

そ
し
て
五
番
だ
が
､
現
在
､
入
来
院
家
に
､
表
面
に
題
隻

｢系

要
す
る
に

一
番

～
六
番
は
系
図
類
で
､
い
ず
れ
も
未
刊
で
あ
る
｡
こ
れ
ら

を
通
覧
し
た
か
､
特
に
二
番
'
四
番
､
五
番
に
興
味
を
い
だ
い
た
｡
こ
こ
で

考
察
し
よ
う
｡

二
番
は
､
現
在
､
入
来
院
家
に
は
付
隻

｢
弐
番
｣
か
付
い
た
系
図
が
二
つ

図
草
案

一
通
｣

｢
(末
書
)
五
番
｣
が
貼
ら
れ
た

〟
黒
塗
箱
″
が
の
こ
っ
て

い
る
｡
現
在
､
こ
の

｢
五
番
｣
箱
は
空
箱
た
か
､
表
裏
両
面
に
記
事
が
あ
り
､

書
き
込
み
か
多
く
､
特
に
上
下
が
焼
損

し
た
系
図

一
巻
が
あ
る
o
付
等
は
な

い
か
､
通
覧
し
た
と
こ
ろ
､
記
事
内
容
か
ら
し
て
､
実
は
右
の

｢弐
番
｣
②



と

｢
四
番
｣
の
草
案

(
下
書
き
)
だ
と
確
か
め
ら
れ
､
こ
れ
こ
そ

｢
五
番
｣

だ
と
い
え
る
｡
こ
れ
は
'
元
来
'

｢
五
番
｣
即
ち

｢
系
図
草
案

一
通
｣
と
し

て
'
こ
の

〝黒
塗
箱
.
に
入

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
因
み
に
寸
法
の
面
で

も
､
こ
の
系
図

(
五
番
)
は
タ
テ
三

一
セ
ン
チ

+
α
(
上
下
焼
損
分
)
､
箱

塞

(
｢系
図
草
案

一
通
｣

｢
五
番
｣
)
は
タ
テ
三
五
㌧
三
セ
ン
チ

(内
側
)
､

箱
の
本
体
は
タ
テ
三
四
､
四
セ
ン
チ

(内
側
)
で
あ
り
'
符
合
す
る
｡

と
に
か
く
､
こ
れ
ら
は
詳
細
な
系
図
で
､
興
味
を
そ
そ
っ
た
｡
全
国
的
に

見
て
も
､
真
に
珍
し
い
も
の
だ
と
い
え
よ
う
｡

｢
五
番
｣

(草
案
)
を
書
写

(清
書
)
し
た
も
の
が
'

一
応
'

｢
弐
番
｣
②
と

｢
四
番
｣
で
あ
る
｡
先
ず

｢
弐
番
｣
②
と

｢
四
番
｣
の
全
文
を
筆
写
し
､
あ
ら
た
め
て

｢
五
番
｣
の
本

文
と
対
照
し
て
み
た
｡

｢
五
番
｣
か
ら
の
書
写

(転
写
)
に
際
し
て
､
省
略

(官
位
な
ど
の
注
記
)
､
脱
落
'
誤
写

(文
字
､
系
線
な
ど
)
が
あ
り
'
ま

た
配
列
が
錯
綜
し
て
､
意
味
不
明
に
な

っ
た
箇
所
も
多

々
あ
る
｡

あ
ら
た
め
て

｢
五
番
｣
の
全
文
を
筆
写
し
て
み
た
｡
こ
れ
か
原
形

(
オ
リ

ジ
ナ
ル
)
だ
と
い
え
る
の
で
'
全
文
を
提
示
'
紹
介
す
る
が
'
以
下
､
前
以

て
若
干

コ
メ
ン
ト
し
て
お
こ
う
｡

A
.
表

題

｢
五
番
｣
の
表
題
は
､
焼
損
の
た
め
黒
ず
ん
で
見
に
-
い
が
､
あ
ら
た
め

て
原
物
に
接
す
る
に

｢
ロ
氏
系
図
｣
と
判
読
で
き
､
直
接
表
紙
に
書
か
れ
て

い
る

(書
外
題
)
｡
も
ち
ろ
ん

｢
平
氏
系
図
｣
と
書
か
れ
た
の
だ
ろ
う
｡
現

在
､

｢
弐
番
｣
②
の
表
紙
も
見
に
く
い
が
､
付
隻

｢
弐
番
｣
の
左
側
に
題
等

が
貼
ら
れ

(貼
外
題
)
､
そ
の
上
に

｢
□
□
図
｣
と
見
え
る
｡

B
.
構

成

こ
の
系
図

｢
五
番
｣
は
九
紙
か
ら
な
り
､
表
裏
両
面
に
書
か
れ
て
い
る
が
'

山
口

‥
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

表
面

(
オ
モ
テ
)
は
､
冒
頭
に
院
次
第

(高
倉
院

～
後
二
条
院
､

｢当
今
｣
)
､

｢
将
軍
家
次
第
｣

(源
頼
朝

～
久
明
親
王
)
'

｢
御
後
見
次
第
｣

(執
権
北

条
義
時

～
高
時
､
連
署
北
条
時
房

～
貞
顕
)
､

｢
六
波
羅
｣
次
第

(北
方
北

条
泰
時

～
､
南
方
北
条
時
房
～
維
貞
)
が
あ
り
､
つ
い
で

｢平
朝
臣
｣
以
降
､

桓
武
天
皇
に
始
ま
る
平
氏
系
図
で
あ
る
｡
こ
の
平
氏
系
図
は
､
平
氏

(清
盛

な
ど

)
-
北
条
氏

(鎌
倉
執
権
家
各
流

)
1
薩
摩
渋
谷
氏

(入
来
院
氏
な
と
)

の
記
事
が
主
流
だ
が
､
そ
の
間
､
千
葉
氏

･
秩
父
氏

･
三
浦
氏
な
ど
関
東
平

氏
の
系
図
も
あ

っ
て
興
味
を
増
す
｡
な
お

｢
御
後
見
次
第
｣
と

｢
六
波
羅
｣

次
第
の
記
事
は
'
配
列
上
､
柳
か
ラ
フ
な
の
で
､
書
写

(転
写
)
に
際
し
て

は
錯
綜

(
混
乱
)
し
か
ね
な
い
｡
後
掲

[図
1
]

[図
3
]
参
照
｡

こ
の
裏
面

(
ウ
ラ
)
は
､
執
権
家
北
条
氏
の
各
流
に
つ
い
て
の
'
実
に
詳

細
な
系
図

(草
案
)
で
あ
る
｡

こ
の
系
図

｢
五
番
｣
は
､
真
に
詳
し
い
平
氏
系
図
だ
と
い
え
､

一
般
に
知

ら
れ
て
い
る

『
尊
卑
分
脈
』

(
四
､

『
国
史
大
系
』
六

〇
巻
下
)
'

『
続
群

書
類
従
』

(六
輯
上
)
､
前
田
家
本

『諸
家
系
図
』

(原
本
仁
和
寺
所
蔵
)
､

正
宗
寺
本

『諸
家
系
図
』
や
'
先
年
紹
介
さ
れ
た
野
津
本

『北
条
系
図
』

(皇

学
館
大
学
現
蔵
福
富
家
文
書
､
注
-
)
な
ど
の
記
事
と
比
較
対
照
す
る
に
､

引
け
は
と
ら
な
い
古
系
図
で
､
互
い
の
相
違
点
か
提
示
さ
れ
､
い
ろ
い
ろ
興

味
あ
る
問
題
も
出
て
こ
よ
う
｡

C
.
成
立
､
書
写

こ
の
系
図

｢
五
番
｣
は
､
結
論
か
ら
い
え
ば
'
鎌
倉
末
期
､

一
四
世
紀
は

じ
め
に
作
成
さ
れ

(成
立
)
､
室
町
中
期
､

一
五
世
紀
半
ば
か
ら
書
写
さ
れ

て
い
っ
た
｡

記
事
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
｡
冒
頭
の
院
次
第
に
お
け
る

｢
当
今
｣
(

｢

今

生
｣
)
と
は
'

｢後
二
条
院
｣
の
次
､
花
園
天
皇
だ
と
い
え
､
そ
の
在
位
は

三



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
号

(二
〇
〇
二
年
)

一
三

〇
八

-
1
八
年

(
延
慶

1
-
文
保
二
)
で
あ
る
｡

｢
御
後
見
次
第
｣
に

お
い
て
､
執
権
と
し
て
最
後

に
見
え
る
北
条

｢
高
時
｣

(
得
宗

)
の
在
職
は

二
二
一
六

～
二
六
年

(
正
和
五

～
嘉
暦

二

で
あ
り
､
連
署
と
し
て
最
後
に

見
え
る

｢
貞
顕
｣
の
在
職
は

二
二
1
五

～
二
六
年

(
正
和
四

～
嘉
暦

1
)
で

あ
る
｡
そ
し
て

｢
六
波
羅
｣
次
第
で
最
後
に
見
え
る
の
は

｢
推
貞
｣

で
あ
る

が

'
そ
こ
に

｢
南
正
和
四
九
上
洛
｣
と
注
記
が
あ
り

(
[図

1
]
参
照
)
､

実
際
'
彼
の
六
波
羅
探
題
南
方
と
し
て
の
在
職
期
間
も
正
和
四
年

二

三

1

五
)
九
月
か
ら
で
あ
る

(
元
応
二
年
=

二
二
二

〇
ま
で
)
｡
さ
ら
に
系
図
の

記
事

･
注
記
か
ら
時
期

へ年
月
日
)
を
記
し
て
あ
る
も
の
を
拾

っ
て
み
る
に
､

右
の
維
貞
の
六
波
羅
就
任
時

の
注
記

｢
南
正
和
四
九
上
洛
｣
が
最
も
時
期
が

下

っ
た
も
の
で
'
遡

っ
て
次

に
は
宗
宣

(
大
仏
流
､
維
貞
の
父
)
に
対
す
る

記
事

｢
正
和
元

(
一
三

二

一
)
六
十

二
卒
｣
と
か
'
貞
時

(
得
宗
)
に
対
す

る
記
事

｢
応
長
元
(

二
二

一
一
)
十
廿
六
卒
｣
が
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
年
次
か

ら
す
る
と
､

l
応
'

こ
の
系
図

｢
五
番
｣
は

l
三

1
六

(
正
和
五

)
-
1八

(文
保
二
)
の
間

に
作
成
､
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
｡

薩
摩
渋
谷
氏
に
つ
い
て
は
'
入
来
院
氏
は

｢
重
基
｣

(
四
代
)
ま
で

(
[図

2
]
参
照
)
､
祁
答
院
氏
は

｢
行
重
｣
ま
で
記
載
さ
れ
､
当
時
､
か
れ
ら
は

文
書
を
授
受
し
､
そ
れ
ぞ
れ
の
当
主
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
｡
こ
の
系
図

｢
五

番
｣
は
､
薩
摩
渋
谷
氏
の
系
図
の
起
点
に
な
ろ
う
0

そ
れ
か
ら
書
風
と
か
料
紙

･
紙
質
と
か
た
か
､
殊
更
に
'
こ
の
系
図
を
時

代
の
下

っ
た
新
し
い
も
の
だ
と
疑
う
必
要
は
な
か
ろ
う
｡
こ
の
系
図

｢
五
番
｣

の
原
物
自
体
､
当
時
､

一
四
世
紀
前
半
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
し
､
い
く
ら

新
し
い
も
の
と
し
て
も
､
系
図

｢
四
番
｣
の
奥
書

｢
宝
徳
四
年

二

四
五
二
)

三
月
｣
よ
り
は
古

い
と
い
え
る
｡
し
か
も
全
文
同
筆
で
通
し
た
'
と
に
か
く

珍
重
な
古
系
図
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
な
系
図

｢
五
番
｣
だ
が
'
そ
れ
か
､
室
町
期
､

一
五
世
紀
半

四

ば
に
な
る
と
書
写
さ
れ
て
い
る
｡
イ
系
図

｢
弐
番
｣
②
と

｢
四
番
｣

(
入
来

院
家
所
蔵

)
､

ロ
都
城
島
津
家
所
蔵

｢
平
家
系
図
｣
､

ハ
山
口
家
文
書

｢
平

氏
系
図
｣

へ鹿
児
島
県
立
図
書
館
寄
託
)
に
出
会

っ
た
が
､
こ
れ
ら
は
､
い

ず
れ
も
系
図

｢
五
番
｣
を
元
本
に
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
｡

ロ
ハ
と
も
同

様

に
未
刊

(補
注

-
)
､
巻
子
本
だ
が
､
こ
れ
ら
全
体
を
通
覧
す
る
に
'

一

応
､

ロ
ハ
は
イ
か
ら
の
転
写
だ
と
い
え
る
｡
な
お

ロ
ハ
は
､
イ
の
場
合

へ
奥

書

｢
宝
徳
四
年
｣
云
々
)
と
は
違

っ
て
､
奥
書
は
も
た
な

い
｡

イ
に
つ
い
て
は
､
既
に
述

へ
た
よ
う
に
､
四
番
の
奥
に

｢
宝
徳
二
年
把
三
月

吉

日

重
梁
書
之
｣
と
あ

っ
て
､
こ
れ

(
弐
番
②
と
四
番

)
は
､
宝
徳
四
年

二

四
五
二
)
三
月
に
系
図

｢
五
番
｣
を
書
写
し
た
も
の
と
い
え
る
｡
通
覧

し
て
'
相
互
の
記
事
内
容

の
異
同
に
つ
い
て
若
干
示
そ
う
｡

O

｢
将
軍
家
｣
次
第

に
お
い
て
､
惟
康
親
王
が
イ
で
は
見
え
な
い

(
ロ
で

も
同
様
)
｡
脱
落
し
て
い
る
｡
特
に

｢
御
後
見
次
第
｣
の
部
分
は
､
記

事
が
錯
綜
し
て
い
る
た
め
へ
イ
で
は
ズ
レ
た
箇
所
が
目
に
付
く

(
ロ
で

も
同
様
)
｡
項
目
名

｢
六
波
羅
｣

(次
第
)
が
'
イ
で
は
見
え
な
い
(

ロ

で
も
同
様
)
｡
書
写

(転
写
)
の
際
'
見
落
し
た
の
だ
ろ
う
｡
後
掲

[図

3
]
参
照
｡

○
こ
の
系
図

｢
五
番
｣
で
平
氏
系
図
は
､
は
じ
め
に
見
出
し

｢
平
朝
臣
｣

が
あ

っ
て
､

｢
桓
武
天
皇
-
葛
原
親
王
-
｣
と
続

い
て
い
-
｡
と

こ
ろ

か
､
イ
で
は
､
見
出
し

｢
平
朝
臣
｣
の
前
に

｢
正

[延
]
暦
元
年
五
十

代
御
門
､
光
仁
天
皇
王
子
｣
と
付
加
記
事
が
あ
る
が
､
こ
れ
は

｢
桓
武

天
皇
｣
に
対
す
る
注
記
で
あ

っ
て
､
こ
の
系
図
を
見
辛
-
し
て
い
る

(
ロ

も
同
様
)
｡
後
掲

[図
3
]
参
照
｡

○
薩
摩
渋
谷
氏

の
部
分
だ
が
､
入
来
院
渋
谷
氏

(
入
来
院
家

)
の
箇
所
に

お
い
て
､
こ
の
イ

(系
図

｢
弐
番
｣
②
)
で
は
､
重
基

(
四
代
)
の
次

に
重
勝

(五
代
)
を
追
加
し

(重
基
-
重
勝
､
注
2
)
､
致
重

(宗
重
)



の
次
に
女
子
二
人

(
辰
童
女

･
弥
陀
童
女
姉
妹
)
を
'
重
知
の
次
に
子

息
二
人

(重
勝

･
重
輿
兄
弟
)
を
追
加
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
箇
所
､

ロ
ハ
も
同
じ
で
あ
る
｡

[図
4
]

[図
5
]
参
照
｡

○
イ
の
み
奥
書

(
｢
宝
徳
二
年
撃

一月
吉
日

重
梁
書
之
｣
)
を
も
つ
が
'

そ
こ
に
見
え
る

｢
重
梁
｣
即
ち
書
写
者
は
､
恐
ら
-
薩
摩
渋
谷
氏
の

一

員
だ
ろ
う

(
｢重
｣
は
渋
谷
氏
の
通
字
)
｡
彼
は
､
系
図
な
ど
'
他
の

史
料
で
は

一
向
に
見
当
た
ら
な
い
が
｡

○
現
在
へ
系
図

｢
五
番
｣
は
､
特
に
上
部
と
下
部
か
焼
損
に
よ
り
判
読
困

難
に
な

っ
て
い
る
が

(文
字
､
系
線
な
ど
)
､
イ
ロ
ハ
は
'
そ
う
で
は
な

く
､
上
部

･
下
部
の
該
当
箇
所
も
殆
と
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
｡
系
図

｢
五
番
｣
が
火
災

-
焼
損
に
遭

っ
た
の
は
､
と
に
か
く
書
写
本
イ
が
成

っ

た
宝
徳
四
年

(
一
四
五
二
)
三
月
以
降
だ
と
い
え
よ
う
｡

次
に
ロ
都
城
島
津
家
所
蔵

｢平
家
系
図
｣
で

(表
題
と
し
て

｢
口
家
系
図
｣

と
見
え
る
)
､
こ
れ
は
イ
か
ら
の
転
写
だ
が
'
誤
写
な
ど
細
か
な
点
は
別
と

し
て
'
イ
と
の
主
な
相
違
点
を
挙
げ
よ
う
｡
何
し
ろ
薩
摩
渋
谷
氏
の
部
分
に

お
い
て
､
見
出
し
と
し
て
各
支
流
名

(
｢
東
郷
｣

｢
祁
答
院
｣

｢
入
来
院
｣

｢高
城
｣
)
を
付
け
､
う
ち
祁
答
院
氏
は
'
従
来
､

｢
行
重
｣
ま
で
だ

っ
た

が

(
｢
五
番
｣
お
よ
び
イ
)
､
こ
れ
に
続
い
て

｢
重
実
｣
以
下
八
代
が
追
加

さ
れ
て
い
る

(行
重
-
重
実
-
公
重
-
重
茂
-
延
重
-
久
重
-
徳
重
-
重
度
-

重
責
)
｡
あ
る
時
点
で
､
祁
答
院
氏
と
都
城
島
津
家
と
縁
が
で
き
'
こ
の
系

図

ロ
が
都
城
島
津
家
に
相
伝
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
後
掲

[図
5
]
参

照
｡そ

し
て
ハ
山
口
家
文
書

｢
平
氏
系
図
｣
で
'
表
紙
に
題
毒

｢
山
口
家
文
書

系
図

平
氏
-
北
条
氏
-
渋
谷
氏
｣
か
貼
ら
れ
て
い
る

(貼
外
題
)
｡
本
文

を
通
覧
す
る
に
､
こ
れ
も
イ
か
ら
の
転
写
だ
と
い
え
る
が
'
何
し
ろ
冒
頭
の

諸
次
第

(院
次
第

～
六
波
羅
次
第
)
の
部
分
が
全
-
書
写
さ
れ
て
い
ず

(
省

山
口

‥
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

略
)
､
系
図
に
お
い
て
も
省
略

･
脱
落
の
箇
所
も
目
に
つ
き
､
最
後
の
北
条

氏
系
図
草
案

(
｢
五
番
｣
で
は
ウ
ラ
部
分
)
に
つ
い
て
金
沢
氏

(実
泰
-
莱

時
-
)
以
降
は
書
写
さ
れ
て
い
な
い
｡
薩
摩
渋
谷
氏
の
部
分
を
見
る
に
'
山

口
家
は
入
来
院
家
の
支
流
と
あ

っ
て
､
系
図
イ
で
の

｢
政
重
｣

(
｢
公
重
｣

=
入
来
院
家
二
代
の
甥
)
に
続
い
て

｢
重
次
｣

(
山
口
家
二
代
)
以
下
四
代

ま
で
を
書
き
加
え

(政
重
-
重
次
-
惟
重
-
重
武
)
'
人
来
院
家
嫡
流
に
つ

い
て
も
'
系
図
イ
で
の

｢
重
勝
｣

(
五
代
)
に
続

い
て
十
代
の
時
期
ま
で
を

追
加
し
て
い
る

(重
勝
-
重
門

-
重
頼

-
重
長

-
重
茂

-
重
豊
な
ど
)
.

以
上
'
鎌
倉
末
期
に
成
立

(作
成
)
し
た
系
図

｢
五
番
｣
を
元
本

(祖
本
)

に
し
て
､
室
町
中
期
の
宝
徳
四
年

二

四
五
二
)
に
書
写
本
イ
系
図
が
成
り
､

再
書
写

(転
写
)
し
た

ロ
系
図
､

ハ
系
図
か
成

っ
た
と
い
え
よ
う
｡
そ
し
て

元
本
た
る
系
図

｢
五
番
｣
は
'
イ
系
図
が
な
る
宝
徳
四
年
三
月
以
降
に
火
災
-

焼
損
に
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
｡

さ
て
､
こ
こ
で
系
図

｢
五
番
｣
の
本
文
を
紹
介
し
よ
う
｡
紙
数
の
都
合
上
､

今
回
は
オ
モ
テ

(表
面
)
の
み
と
す
る
｡
次
の
こ
と
を
了
承
い
た
だ
き
た
い
｡

○
朱
書

(
文
字
､
合
点
な
ど
)
の
箇
所
で
は
､
そ
の
旨
を
示
し
た
｡
若
干
な

が
ら
挿
入
や
抹
消
の
箇
所
が
あ
る
が
､
そ
れ
ら
は
整
え
て
本
文
の
中
に
流

し
込
み
'
挿
入
符
や
抹
消
符
は
用
い
な
か

っ
た

(従

っ
て
挿
入
や
抹
消
の

跡
は
残
さ
な
い
)
｡
印
刷
上
､
煩
雑
に
な
る
か
ら
で
あ
る
｡

○
紙
継
目
は
､
上
欄
に
点
線
と
算
用
数
字

m
～㈱
で
示
し
た
｡
こ
の
系
図

｢
五

番
｣
は
'
九
紙

旧
～㈱
か
ら
成
り
､
各
紙
の
長
さ

(
ヨ
コ
の
寸
法
)
は
､

3

の
み
二
八
､
五
セ
ン
チ
で
､

∽以
下
は
何
れ
も
約
五

一
セ
ン
チ
で
あ
る
0

0
特
に
最
上
部
と
最
下
部
は
焼
損
の
た
め
見
辛
い
箇
所
が
多
い
が
､
原
物
を

点
検
し
'
判
読
困
難
な
場
合
は
､
本
系
図

｢
五
番
｣
の
ウ
ラ

(北
条
系
図

草
案
)
'
系
図
イ

(
｢
弐
番
｣
②
)
や
諸
系
図
に
よ
り
推
定
し
'
適
宜
'

(
症
)
に
示
し
た
｡

五



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
号

(
二

〇
〇
二
年
)

(
表

題)

〔

平〕

｢

□氏

系

図
｣

E334
m

院
佃
三

安
徳
院
謙

後
鳥
羽
院
-

五

土
御
門
院
鴇

..i

順
徳
欝

一

〔
四
〕

口

条

院
篭

元

後
嵯
峨
院
絹
翫
ヶ
年

冨
少
路
院
賢

l

〔亀
〕

口

山

院
紋
諾

大
学
寺
院
細
憎
三

持

明

院

琵

1

新
院
聖

〔後
〕

□

二

条
院
墜
爪

菖
今

将
軍
家
次
第

六

冨
小
指
殿

延
慶

治
十
八
年

後
採
草
院

二

禅
林

寺

亀
山
院

ノ

大
学
寺
院

＼

≡

頼

朝

卿

舶
附
加

頼
家
卿
縦
讐

年

実
朝
公
細
望

頼
経
公
憎
諾

頼

嗣

公
絹
旭
紅
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:I.:..;Jl..:.:.A..

i.
露

-

-
重
村
-

-
重
範

二
郎

重
度

三
郎

太
郎

三
郎

重
保

太
郎重門

二
郎

-
師

重

太
郎

経
重

次
郎

重
文

左
衛
門
尉

六
郎
左
衛
門
尉

重

将
備
後
権
守

I
1.
..
.(

四
郎

太
郎

-
氏
重
-

-
重
朝

五
郎

三
郎

-
重
能

-
-
文
重

(朱
書

)

｢

弘
安
四

十二｣五十
九
死

-

定
重

法
眼

(架
線
)

｢
-

-
L
重
範

経
景



四
郎

左
衛
門
尉

重

松

平
二
郎

又
二郎

彦
二
郎

政
春

孫
二
郎

将
重

五
郎
左
衝
門
尉

重

茂

｣

卵

.
壷

三
郎

明
重
-

次
郎

重

長

袈

十日
…

一∴

‥

平
太

篤

重

-

政
重

和
ぎ

諾

譜

耶
小
目

山
口

‥
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

七



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
号

(二
〇
〇
二
年
)

ノヽ

義
盛
与
同
意
謀
反
也
､

建
保
三
年
五
月
三
日
被
討
了
､

二
郎

志

同
重

(朱
線
)

五
郎

垂
賢

五
郎

重
秀

知
封

問
上

六郎一千
重
知

重
文

静
重

四
郎
太
郎

重

久

同
合
戦
被
討
了
､

四郎
同

被討了､
次郎

三
郎

彦
五
郎

垂
継

II重
任

四
郎

重
世

1-重
松

従
五

位
河内
権

小
太郎

太
郎

重
藤
-

-
重

雄

三

遁
世

三
郎

東
名
-
-

重
道

〔権
守
〕

下
総
ロ
ロ

重六
棟
鎮河
守内
評権

妄口守

重要

｢芋

景 兼
重 重



78

四郎
-
時図(架線)

五郎左
馬
允
左
衛門
尉

二
郎

-
重
資
-

-
-

長
重

(架線)｢奥
州
住
｣
(朱
書
)

七
郎

-

重

近
七
郎

出
家
道
遍

従
五
下

武

常

-

(注
目
)

五
郎

三
郎

権
守

常

家

1
-

康

家

-

活

基

｢
＼
｣

(朱
)

豊
嶋

｢
＼
｣
(栄
)

葛
西

右
衛
門
尉

又
太
郎

有

経

-

-
曙

光

-

壷
岐
守
従
五
下

伯
嘗

守
〔太
〕

平
□

経
泰

左
衛
門尉

-
清
重
-
｣-
活
親

--
時

活

-
当

.

I

｢＼
｣
(栄
)

箕
田
四郎

-
有

光
｢
＼
｣
(栄
)

豊

嶋
五
郎

-

家

員

朝

清伊豆守従五下

｢
＼
｣

(莱
)

四
村
六
郎

太
郎

太
郎

清

範

!

1

-

-

有

綱

平
三

季

家
押
領
使

同
中村庄
司

-
重

平

｢＼
｣
(栄
)

山
逮
禅
師

恒

イ

頼
尊

～

常

遠

-
-
常
tl〒

･宗

武

州
権
守

笠
間
押
領
使

中村
庄

司

家

平

イ
エ

中
村
太
郎

土
肥
二
郎

-
実

平

I

I

遠
平
-

-
維
平

山
口

‥
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

九



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十
号

(
二
〇
〇
二
年
)

-Lj

_

従
五
下

駿
河
守

忠

通

-

-

従
五
下

｢＼
｣
(莱
)

本
号
村
岡
小
五
郎
､

頼
光
朝
臣
四
天
王
也
､

其

一
也
､
後
人
号
貞
通

又
云
忠
光
､

｢＼
｣
(莱
)

号
三
浦
権
大
夫
､

又
云
為
名
云
､

(
マ
､
)

土
屋

三郎

1
宗

遠1
1

宗

光〔郎カ〕

二
宮

四ロ

ー
友
平

景
正

一
隻

平
太
郎

庄
司

｢
＼
｣
(栄
)

椙
本
太
郎

左
衛
門
尉

和
田

正

宗

･･-
･-
･

義

賊

･
･

建
保
三
-

五
月
三
日

被
討
了
､

従
五
位
下

｢＼
｣
(莱
)

三
浦
介

義
澄
-

従
五
位
下

駿
河
守

-
義
村

I

｢

従
五
位
下

大
隅
守

俊

義

平
七
郎
判
官

胤

義

左
衛
門
尉

常

盛

朝
稲
三
郎

義

秀〔
守
〕

若
狭
□

泰
□〔村

〕
〔守
〕

能
登
□

光
村〔大

夫
〕

式
部
□
□

時

村
式

｢
＼
｣
(栄
)

大
田
和
三
郎

二郎

･
義

久

･･･
･
･･-
･
･･･義
戊

･

式

李
左
衛
門尉

四
郎

-
義
春

長
井
五
郎

1
季

義
左
衛
門
尉

従

五位下

遠
江

守

-
義
連

-

従
五
下

遠
州

冗
盛

三
浦
介
従
五
位
下

三
浦

頼
盛

〔位
下
力
〕

従
五
□
□

介



安
西
平
二
郎

為

景
三
浦
悪
三
郎

鎌
倉

従
五
下

甲
斐
権
守

貴

名

-

(
マ
､
)

付
井
二
郎

義

行

1

葦
名
三
郎

為

清
童
岐
守

義

実

1

五
郎

従
五
位
下

肥
前
守

大
夫尉

-
時

運

-
経
連
大
炊
助

左
衡
門
尉

左
衛門尉

頼

連

･家

辿

･
･-

･
････

胤

宜

五郎

為
行
-
-

-
義
郷

従
五下

駿
河
守

為
重

-
-
-
-
-
為
俊

使
自
左衝
門
輔
検
非
違
使

従
五
下

(
マ
､
)

尾
帳
太
郎

大
庭
権
守

号
懐
鴫
平
権
守
'

出
羽
権
守

景

村

-

-

-

景

明

-

1

景

宗

-

号
鎌倉
四
郎

大

夫

'

従
五
下

尿
道

1

-

号
鎌
倉
権
大
夫
'

梶
原
太
郎

左
衛
門
尉

山
口

‥
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て



長
崎
大
学
教
育
学
部
だ
要

社
会
科
学

第
六
十
号

(
二
〇
〇
二
年
)

刑
部
丞

二

㌧

口

上
野

口
(注

13
)

左
衛
門
尉

1
景
綱

〔尉
〕

左
衛門
口

1
景
氏

左
衛
門尉

朝
景
-
-
-
-
景
貞

鎌
倉
権
守

従
五
下

長
江
太
郎

五
郎

景

正

-

～

景

継

-
-

1

義

景

-

-

師

景

-
-

後
三
年
含
戦

時
被
射
左
目
了
､

t

木
工
助

景
光四

郎
左
衛
門
尉

景

秀
五
郎

景
義

ス
ヘ
ラ
キ

天

皇

一

延
暦
七
年
中
納
言
田
村
麻
呂
於
大
将
軍
東
夷
被
征

号
二
条
大

納言

利
朝

-
-
利
仁
-

1
利
平

号
田
村
将
軍

利
宗
事

利

宗

陸
奥
松
世
郡
田
村
庄
生
ス
'
七
歳
花
洛
上
'
十
三
歳
理
髪
､
異
名
辻
五
郎
利
宗
云
と
､
清
水
寺
建
立
之
仁
也
､
奈
良
坂
金

〔帽
脱
力
〕

ツ
フ
テ

良
尊
依
諜
伐
勧
賞

蒙
将
軍
之
宣

旨

､

又
伊
勢
園
鈴
鹿
山
立

烏
子
可
拐
取
旨

蒙
宣

旨

､

彼
女
盗
焚

天
王
薄
瀬
山
神

〔可
討
力
〕

三
女
也
'
又
近
江
囲
蒲
生
庄
西
薫
高
丸
□

□

由

蒙
宣
旨
､
又
陸
奥
四
郎
将
軍
光
宗
討
之
軟
､
大
昔
会
大
頭

(以
上
､
オ
モ
テ
)



症
(
-
)
田
中
稔

｢
野
津
本

『
北
条
系
図
､
大
友
系
図
』
｣

(
『
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
報
告
』
五
集
'
昭
和
六

〇
年
)
､
岡
野
友
彦

｢
太
田

喜
代
子
氏
寄
贈
福
富
家
文
書
に
つ
い
て
｣

(
『
皇
学
館
大
学
史
料
編

纂
所
報
』

一
五
四
号
'
平
成

一
〇
年
)
｡
こ
の
野
津
本

『北
条
系
図
』

(
野
津
本
と
略
す
)
に
は
､
鎌
倉
後
期

(
弘
安
九
年
=

一
二
八
六
､

弘
安

一
〇
年
'
嘉
元
二
年
-

一
三

〇
四
)
の
書
写
奥
書
が
あ
る
｡

(2
)
垂
勝
は
､
重
知

(
四
代
重
基
の
い
と
こ
)
の
子
息
だ
が
'
南
北
朝
前

期
の
康
永
二
年

(
一
三
四
三
)
二
月
､
重
基
か
ら
譲
状
を
得
て
所
領

を
相
伝

(
入
来
院
家
文
書
六
九
号
'

『
入
来
文
書
』
所
収
)
､
そ
の

養
子
と
な
り
､
入
来
院
家
当
主

(
五
代
)
と
な

っ
て
い
る
｡

(
3
)
成
る
程
､

『
尊
卑
分
脈
』

(
四
､

『
国
史
大
系
』
六

〇
巻
下
)
､
前

田
家
本

『
諸
家
系
図
』
､
正
宗
寺
本

『
諸
家
系
図
』

(
以
下
､
そ
れ

ぞ
れ
尊
卑
分
脈
'
前
田
家
本
'
正
宗
寺
本
と
略
す
)
な
と
で
は
貞
盛
-

推
将
-
維
時
の
順
に
な

っ
て
い
る
｡

(
4
)
こ
れ
ら
重
盛

･
宗
盛

･
知
盛

･
基
盛
の
子
息
名
の
推
定
は
､
系
図

｢弐

番
｣
②
の
ほ
か
､
特
に
尊
卑
分
脈
に
よ
る
｡

(
5
)
前
田
家
本
に
､
保
業
の
子
息
と
し
て

｢
光
度

宮
内
大
輔
｣
か
見
え

る
｡

(6
)
こ
の
箇
所
､
前
田
家
本
な
と
で
は
時
方
-
時
家
-
時
政
の
順
で
あ
る
｡

(
7
)
前
田
家
本
で
は
宗
政
の
子
息
に

｢
時
信
｣
が
見
え
る
｡

(
8
)
こ
こ
で

｢宗
政
｣
と
あ
る
が
､
尊
卑
分
脈
'
前
田
家
本
'
正
宗
寺
本
'

野
津
本
な
と
で
は

｢
義
宗
｣
と
見
え
る
｡

(9
)
顕
時
の
子
息
だ
が
､
本
系
図

｢五
番
｣
の
ウ
ラ

(北
条
氏
系
図
草
案
)

で
は
顕
景

･
顕
実

･
貞
顕
の
三
名
を
記
し
'
正
宗
寺
本
で
も
こ
れ
ら

三
名
が
見
え
る
｡

山
口

‥
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(
10
)
こ
の
辺
､
信
時
の
子
息
た
ち
で
､

｢
五
番
｣
ウ
ラ
や

｢
弐
番
｣
②
に

よ
る
が
､
う
ち
政
忠
は
正
宗
寺
本
に
も
見
え
る
｡

(
‖
)
以
下
'
豊
島
系
図
の
部
分
だ
と
い
え
る
｡
近
年
､
た
と
え
ば
西
岡
芳

文
氏
は
'
越
後
中
条
家
文
書

｢
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
｣
や

｢
山
門
氏
系

図
｣
所
収
豊
島
系
図

(山
門
文
書
､
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
等

明
館
現
蔵
)
の
記
事
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
'
そ
れ
ら
に
見
え
る
誤
写

な
ど
正
そ
う
と
考
証
し
て
い
る

(
｢
武
蔵
豊
島
氏

･
江
戸
氏
関
係
史
料

の
紹
介
と
検
討
｣
'
東
京
都
北
区
教
育
委
員
会

『
文
化
財
研
究
紀
要
』

十
二
集
､
平
成

一
一
年
)
｡
本
系
図

｢
五
番
｣
に
お
い
て
豊
島
系
図
の

部
分
は
'
的
確
な
記
事
で
あ
り
'
さ
ほ
ど
訂
正
の
た
め
の
考
証
は
要
ら

な
そ
う
で
あ
る
｡

(
12
)
義
村
の
子
自
写
l名
の
名
前
は
､
こ
こ
で
は
下
部
が
欠
け
て
い
る
が

(残

画
あ
り
)
､

｢
弐
番
｣
②
で
は
完
全
に
記
さ
れ
て
お
り
'
そ
の
記
事
も

正
確
だ
と
い
え
る
｡

『続
群
書
類
従
』
巻

一
三
八

(六
輯
上
)
所
収

｢
三

浦
系
図
｣
参
照
｡

(
13
)
例
え
ば

『続
群
書
類
従
』
巻

三

一八

(六
輯
上
)
所
収

｢
三
浦
系
図
｣

で
は
'
景
茂
の
子
息
と
し
て

｢
景
俊

上
野
介
｣
が
見
え
る
｡

(補
注
-
)
因
み
に
都
城
島
津
家
所
蔵
文
書
は

『
宮
崎
県
史

史
料
編
』

(中

世

一
･
二
)
に
､
山
口
家
文
書
は

『
鹿
児
島
県
史
料
』

(
旧
記
雑
録
拾

遺

家
わ
け
六
)
に
翻
刻

･
刊
行
さ
れ
た
が
､
こ
れ
ら
系
図

ロ
ハ
は
､

そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
｡
嘗
て
現
地
調
査
で
拝
見
し
た
｡

[付
記
]
最
近
'
相
次
い
で
鹿
児
島
の
入
来
院
家
を
訪
ね
､
あ
ら
た
め
て
こ

れ
ら
系
図
の
原
物
を
調
査
し
た

(
二
〇
〇
一
年
二
月
､

1
0
月
)
o
写

真
で
は
特
に
判
読
困
難
な
､
焼
損
の
た
め
黒
ず
ん
だ
部
分
､
薄
墨
や
朱

で
書
か
れ
た
部
分

(文
字
､
合
点
､
系
線
な
ど
)
､
紙
継
目
の
位
置
､

寸
法
を
確
か
め
る
た
め
で
あ
る
｡

二
〇
〇
一
年

一
〇
月
末
記

呂

で



BLL

[図1]系図 ｢五軌 (入来院家所蔵)の冒頭部分
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[図2]系図 ｢五番｣の薩摩渋谷氏 (入来院氏､高城氏)の部分
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鼻

先
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二
条

乳

緩

み
楓

蕩

純

綿

笛

か
乾

離

■l

農

掩

九
重

嵐

鰻

･
緑

野

撲

動

乱

持
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[図3]系図 ｢弐番｣② (入来院家所蔵)の冒頭部分
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[図4]系図 ｢弐番｣②の薩摩渋谷氏 (入来院氏､高城氏)の部分
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